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H21･22年度 H23年度 H24年度 H25年度

日立製作所

本体開発

加速管

鏡体・真空排気系

タンク・吊架台

制御システム

高圧電源・レンズ電源

高圧ケーブル

要素開発

高安定高輝度電子銃

試料ステージ

高精度位相検出系

収差補正器

超低擾乱・超高安定環境

理化学研究所

予備実験

3次元再構成実験

高精度位相計測

設計･製作 立ち上げ

設計･製作

設計･試作・評価・本機製作・立ち上げ

設計･製作・・・評価

実験・評価

組立調整

本体性能確認
情報限界0.04nm

設計･製作

設計･製作

設計･製作

設計･製作

実験

装置導入

装置改造・実験 実験・評価

設計･試作・評価・本機製作・立ち上げ

安定度確認

耐電圧確認

組立調整

組立

設計･製作

４-1．研究分担・開発計画 － H23フォローアップ時 －

分解能0.04nm実証

３次元
原子配列
観察の実証
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H21･22年度 H23年度 H24年度 H25年度

日 立
製作所

本体開発

加速管

鏡体・真空排気系

タンク・吊架台

制御システム

高圧電源・レンズ電源

高圧ケーブル

要素開発

高安定高輝度電子銃

試料ステージ

高精度位相検出系

収差補正器

超低擾乱・超高安定環境

理化学
研究所

解析手法の高度化

3次元再構成実験

高精度位相計測

将来の装置活用に向け
た応用実験※

組立調整・
性能確認のための応用研究
（日立理研共同1.2MVで実施）

設計･製作

設計･試作・評価・本機製作・立ち上げ

設計･製作・・・評価

設計･製作

設計･製作

設計･製作

設計･製作

実験

装置導入

装置改造・実験

設計･試作・評価・本機製作・立ち上げ

安定度確認

耐電圧試験
組立調整

組立

予備評価・設計 立ち上げ
製作・組立
・真空評価

400kVで
調整開始

仕様検討・設計

再製作

製作工場
津波被災

耐電圧試験

1.0MVで
放電発生

試料作成法開発・評価

シミュレーション・予備実験

実験・評価・干渉技術開発

ナノ領域電磁場観察技術

実サンプルを用いた実験・評価・観察技術精密化

3D計測システム
開発

改修（制御精度向上）

製作・単体組立

1.2MVで
調整開始

本体性能確認
情報限界0.04nm

分解能0.04nm実証

３次元
原子配列
観察の実証

放電対策

４-2．研究分担・開発計画 － 実績及び現状を反映 －

※ 当初提案からの予算減額に伴い実施しない予定であったが、外村博士の判断により、可能な範囲の応用実験を実施することとした。



H21･22年度 H23年度 H24年度 H25年度

日 立
製作所

本体開発

加速管

鏡体・真空排気系

タンク・吊架台

制御システム

高圧電源・レンズ電源

高圧ケーブル

要素開発

高安定高輝度電子銃

試料ステージ

高精度位相検出系

収差補正器

超低擾乱・超高安定環境

理化学
研究所

解析手法の高度化

3次元再構成実験

高精度位相計測

将来の装置活用に向け
た応用実験※

纏
め

設計･製作

設計･試作・評価・本機製作・立ち上げ

設計･製作・・・評価

設計･製作

設計･製作

設計･製作

設計･製作

実験

装置導入

装置改造・実験

設計･試作・評価・本機製作・立ち上げ

安定度確認

耐電圧試験
組立調整

組立

予備評価・設計 立ち上げ
製作・組立
・真空評価

400kVで
調整開始

仕様検討・設計

再製作

製作工場
津波被災

耐電圧試験

1.0MVで
放電発生

試料作成法開発・評価

シミュレーション・予備実験

実験・評価・干渉技術開発

実サンプルを用いた実験・評価・観察技術精密化

3D計測システム
開発

改修（制御精度向上）

製作・単体組立

1.2MVで
調整開始

本体性能確認
情報限界0.04nm

分解能0.04nm実証

３次元
原子配列
観察の実証

放電対策

４-2．研究分担・開発計画 － 実績及び現状を反映（詳細） －

収差補正
位相計測
等の組込
調整

性能確認のた
めの応用研究
（日立理研共同
1.2MVで実施）

分解能
検証
実験

3次
元化

位相
計測
評価

1/1000λ検証

10-2

300kVによる
応用テーマ探索

ｲﾝﾊﾟｸﾄの高い成果の創出（300kV）

※ 当初提案からの予算減額に伴い実施しない予定であったが、外村博士の判断により、可能な範囲の応用実験を実施することとした。



５．予算計画・執行状況

◆ 最先端研究開発支援プログラム ５０億円
◆ 最先端研究開発支援プログラム加速・強化事業 １２億円

H21
・H22

H23 H24 H25
合 計

発注済み 残額 発注済み 残額

日立製作所

ＦＩＲＳＴ本体 4.7 23.3 3.5 4.0 ※0.3 2.6 38.4
加速・強化 4.8 4.8

理化学研究所

ＦＩＲＳＴ本体 1.3 1.2 5.8 0.5 0 1.4 10.2
加速・強化 7.2 7.2

ＪＳＴ

ＦＩＲＳＴ本体 0.3 0.2 0.1 0.4 0 0.4 1.4
合 計

ＦＩＲＳＴ本体 6.3 24.7 9.4 4.9 0.3 4.4 50.0
加速・強化 12.0 12.0

累積執行率 29% 69% 85% 85%

（億円）

（H24. 4月現在）
※ 収差補正器調整費用（H22締結の開発契約に盛り込み済み） 11


